
少子高齢社会を支える社会参加
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第39回北海道生涯学習研究集会
【基調講演】（2022年11月3日）

生涯学習の観点から

高齢者ボランティアのプロダクティヴエイジング
をどう促していくのか？



自己紹介
専門

生涯教育学、生活経営学、

福祉教育・ボランティア学習

最近の著書

『ボランティア評価学』（ミネルヴァ書房、2022年）

『ボランタリー活動とプロダクティヴ・エイジング』

（ミネルヴァ書房、2006）

『創年のススメ』（ぎょうせい、2008）

社会的活動・委員

横浜市・市民協働推進委員会委員

小田原市・社会教育委員、教育振興基本計画策定委員

東京都ボランティア・市民活動センター・配分委員会 委員



生涯教育学にかかわる研究（2005年～）

世代間交流研究

高齢者を中心としたグルー
プの立ち上げや、子どもを
中心とした学生と高齢者と
の協働による世代間交流事
業などの実践的研究である。

研究期間：2005年～現在

主たるプロジェクト：アー
トパークプロジェクト、子
どものお仕事体験プロジェ
クト、稲作体験プロジェク
ト、クリスマスKIDS運動
会、かながわユースフォー
ラム（商店街、町内会、学
童等の連携）

市民大学・高齢者ボランティ
アの学習プログラム研究

各自治体における市民大学
及び高齢者ボランティアの
育成プログラムの開発的研
究である。

研究期間：2006年～現在

協力した自治体：相模原市
（地域づくり大学）、小田
原市（おだわら市民学校）、
千葉県佐倉市（佐倉市民カ
レッジ）、市原市（いちは
ら市民大学）、松戸市（生
涯学習大学）など多数。

個人と時間、個人と他者、個人の経験知や考え方の発展、個人とコミュニティのなど、
相互の関係性をエンパワメントしていく支援の仕組みが必要。

プロダクティヴ・エイジング
研究

雇用労働者の定年退職後の
ライフステージにある男女
の活動力（特にボランタ
リー活動部分）を「プロダ
クティヴ・エイジング」の
視点からの研究である。

研究期間：2001年～2005
年

→「プロダクティヴ・エイ
ジング」への方向を思った
コミュニティ・プログラム
の重要性が再確認された。



地学のネットワーク・世代間交流
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「世代間交流」の導入と展開

教育活動に、世代間交流を意図的に導入
した「社会参画型教育プログラム」を展開。

2006年～現在までのプロジェクト（PJ）

「稲作体験PJ」「アートパークPJ」「子どもの
仕事体験PJ」「クリスマスKIDS運動会」「町
内会のヒューマンライブラリー」等がある。

これら活動プロセスにおいて、参画力レベ
ルを段階的に高める事業創出を試みた。

ヒューマンライブラリー

商店街にポニーを呼ぼうプロジェクト



〇ボランティア

〇プロダクティヴ・エイジング

〇世代間交流
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大切にしている視点

高齢者の生き様は、
一人ひとりが異なり
複雑である。しかし、
誰もが最期まで生を
実感した生き方を望
むのではないか？

エリクソン（1986：32、44）は、人
生最後の段階（老齢期）におけ
る「生き生きしたかかわりあい
（Vital involvement）」に新しい
潜在力があることを指摘した。

バトラー（1984）は有償・無償を
問わない生産的な活動力に着
目した「プロダクティヴ・エイジン
グ」を提唱
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本日の講演
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自己紹介

〇プロダクティヴ・エイジング：

考え方、研究の到達点や課題

〇ボランティアの実態：

統計や調査

〇高齢者ボランティア：

前期高齢者／後期高齢者

〇これから生涯学習研究と実践



プロダクティヴ・
エイジング
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高齢者ボランティア
「高齢者のための活動か」
「高齢者による活動か」
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①高齢者を客体とする研究

②高齢者を主体とした研究

③当事者性の育成およびいのちの持続性の研究

④世代間交流に関する研究

⑤地域の仕組みや場に着眼した研究



ボランティア

ボランティア統計
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ボランティア層
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ボランティア

ボランティアに関する独自調査

（齊藤 2 0 1 9）
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ボランティアとは？

営利目的ではなく，自発的動機から，
時間，能力，エネルギーなどの労働を

第3者に提供するヒトを指す．

14

Volunteer 「意思」「するつもりだ」→

「何かをする人」，「自発的に行動する人」



人間が生きるこ
とへの関心・受
容として

地域や土地への同
化・受容として

社会の受容・同
化として

自分

ボボランティアへの発動・動因・要因仮説

2022/11/3



高齢者ボランティア

前期高齢
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ボランティア当事者

潜在的ボランティア

ボランティア支援者

ボランティア
活動の現場

条件

環境



ボランティア当
事者

潜在的ボラン
ティア

ボランティア支
援者

ボランティア活
動の現場

アクティブライフの現実化

意義・意味の確認
コンサルテーション

アクティブライフの確立化

関わりたい、つながりたい、広げたい→外向き
知りたい、深めたい、極めたい →内向き

役に立ちたい
結果をみたい
向上の実感みたい
生きている証としてのライフ

アクティブライフは・・・



健康健康

前向きな

気持ち

前向きな

気持ち

学び

活動

学び

活動

仲間

つながり

仲間

つながり

役に立つ

行動

役に立つ

行動

・日々の目標、目的を持ちたい
・楽しみ、生きがいが欲しい
・笑顔でいたい
・外出したい

・趣味を持とう
・五感を有効活用しよう
・体を動かそう
・知的な活動をしたい

・新しいことに挑戦してみよ
う

•人と会話したい、触れ合いたい

•交友関係を広めたい

•地域で交流を持っていこうか
•社会とつながっていたい

•健康でいたい

•老化防止をしたい
•（家族に迷惑をかけたくない）
•規則正しい生活をしよう
•食事、快眠で健康的

趣味活動
学習活動
スポーツ
散歩等

地域参加への潜在層

・人から必要としてくれる
・社会貢献したい
・ボランティアしてみようか
・役に立っている実感が欲しい
・認められたい

地域へ参加

地域へ参画

お誘い
声かけ
依頼

地縁組織
ボランティア団体
NPO、市民活動学校教育公民館、図書館、

博物館、福祉施
設等の公共施設

ステップ１

ステップ２

ステップ３
ステップ４

ステップ５

「高齢者の地域への参画を促す地域の体制づくりに関する調査研究報告書」（平成27年～29年度）（執筆pp.8-13.，104‐110.，120ー132．）
文部科学省国立教育政策研究所社会教育実践研究センター、社会教育事業の開発・展開に関する調査研究事業 1-216 2018年3月



高齢者ボランティア

後期高齢
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高齢社会対策の施策分野
「学習・社会参加」の活動促進の強化

活動する

支援する

できる

活動しない

支援される

できない
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誰かの役に立ちたい

主体

客体



高齢社会対策の施策分野
「学習・社会参加」の活動促進の強化
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現実的には「活動する人／活動しない人」「支援する人／
支援される人」など二者区分される。

日本人の多くは、「役に立ちたい」（＝社会貢献意識が高
い）がそれが行動には表れない「潜在的ボランティア層」

多くは「主体」と「客体」との中間を揺らぎ、往還している。



少子高齢社会を
支える社会参加
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まとめと課題

「潜在的ボランティア」のニーズは，「人間」の個人の願いや思いも含む。自分の満足，

自分の勉強，自分の生きている存在感を意識したい等の個人のニーズは，既存統計

では分析できない。

「人に喜ばれたい」「自分の視野を広げたい」「自分の生きている存在感を意識したい」
等の個人の充実を願うニーズが「潜在的ボランティア」に含まれている。個のニーズを
含めれば、ボランティアの対象幅は広がる可能性。

「潜在的ボランティア」を生涯学習の観点から捉え直し，個々人が「自発的・生産的な
生涯の構築」ができる社会の実現に向けた実践研究へ。



今後の研究課題

• 多様性や弱さを認め合える
共生社会へ。

• 「助ける／助けられる」混在
域を変換させられる地域人
（キーパーソン）の暗黙知の
明瞭化。

• 高齢者の存在価値や連続線
上をむしろ社会貢献としての
「プロダクティヴ・エイジング」
概念に組み込む。

11/3/2022



一部のみ公開
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